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O 100 200 300 
Tl K 
Fig. 7. Temperature dependence of the reciproca] 
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Fig. 8. Crystal structure of (BEDT-HBDST)2FeC14 
viewed along the c-axis. 
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Fig' 9' Anion-solvent interactions in 
(BEDT-HSTT)2(PF6)(PhCl)' 
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Fig. 10' Donor-anion and donor-solvent interactions 
in (BEDT-HSTT)2(PF6)(PhCl)' 
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 論文審査の結果の要旨
 白旗崇提出の博士論文は,新しい骨格構造の成分分子から成る有機伝導体の構築に関するものであ
 る。
 有機伝導体の研究の現状はTTF(テトラチアフルバレン)やBEDT-TTF(ビスエチレンジチオーTTF)に
 関する研究から,次世代型の新規有機伝導体の開発に移りつつある。本研究ではこの次世代型新規有機
 伝導体の開発を目的とし,ジヒドロチオフェン拡張型電子供与体を合成し,単結晶性新規有機伝導体に
 導き,その伝導挙動,結晶構造,電子構造の相関を解明した。拡張型BO(ビスエチレンジオキシーTTF)
 であるBO-HBDTT(2,5ビス(4,5一エチレンジオキシー1,3一ジチオールー2一イリデン)一2,3,4,5一テトラヒドロチオ
 フェン)の5:2ClO.t塩はTTF骨格を含まない拡張型ドナーを成分とするカチオンラジカル塩で初めての二
 次元性金属である。この塩のバンド幅はBO塩の約半分であり,バンド幅が広すぎるために超伝導体を与
 えにくい欠点を克服できたので,新規有機超伝導体への開発が期待できる。さらに(BO-HBDTT)、PF6は
 200Kまで金属的性質を示し,飴型のドナー分子配列を有する。一般的なα=塩とは異なり,α=塩で金属
 的性質を示す最初の例である。BETS(ビスエチレンジチオテトラセレナフルバレン)をジヒドロチオフ
 ェン環で拡張したBEDT-HBDST(2,5一ビス(4,5一エチレンジチオー!,3一ジセレノールー2一イリデン)一2,3,4,5一テ
 トラヒドロチオフェン)の2:lAu(CN)2塩はモット・ハバード型絶縁体であったが,モット絶縁相と超伝
 導相は近傍にあるので,BEDT-HBDSTは有機超伝導体の成分分子として期待できる。また(BEDT-
 HBDST)2FeCl、において鉄上の3dスピンはドナー層の伝導性π電子を介して反強磁性相互作用しており,
 d一π相互作用に基づく新しい物質開発が期待できる。さらにPF6アニオンと結晶溶媒であるクロロベンゼ
 ンによりドナー分子配列が制御される新しい例を見出した。ドナー分子配列を制御することは有機伝導
 体の電子状態を制御することであり,今後の分子性導体の設計上,重要な発見である。
 これらの研究成果は,本人が自立して研究活動を行うに必要な高度の研究能力と学識を有することを
 示している。したがって,白旗崇提出の論文は,博士(理学)の学位論文として合格と認める。
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